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議案第５号 

 

五島市税条例の一部改正について 

五島市税条例の一部を改正する条例案を次のとおり提出する。 

令和３年３月９日提出 

五島市長 野 口 市太郎   

五島市税条例の一部を改正する条例 

 五島市税条例（平成１６年五島市条例第７５号）の一部を次のように改正する。 

第９０条第１項第１号中「又は精神障害者」の次に「（以下「身体障害者等」と

いう。）」を加え、「身体障害者、当該身体障害者若しくは精神障害者（以下「身

体障害者等」という。）」を「身体障害者等、当該身体障害者等」に改め、同条第

２項中「交付された身体障害者」を「交付された身体障害者等」に改め、同項に次

のただし書を加える。 

ただし、市長が提出の必要がないと認める場合は、この限りでない。 

第９０条第３項に次のただし書を加える。 

ただし、市長が提出の必要がないと認める場合は、この限りでない。 

附 則 

 この条例は、令和３年４月１日から施行する。 

 

 

（提案理由） 

身体障害者等に対する軽自動車税（種別割）の減免に係る手続等を見直すことに

伴い、所要の規定の整備を行う必要がある。これが、この条例案を提出する理由で

ある。 
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議案第６号 

 

五島市火災予防条例の一部改正について 

五島市火災予防条例の一部を改正する条例案を次のとおり提出する。 

令和３年３月９日提出 

五島市長 野 口 市太郎   

五島市火災予防条例の一部を改正する条例 

 五島市火災予防条例（平成１６年五島市条例第２６２号）の一部を次のように改

正する。 

第８条の３第１項中「第４４条第１０号」を「第４４条第１１号」に改める。 

第１１条の２第１項各号列記以外の部分中「、電気」を「、電気自動車等（電

気」に改め、「原動機付自転車をいう」の次に「。第１２号において同じ。）をい

う」を加え、「５０キロワット」を「２００キロワット」に改め、同項中第１４号

を第１８号とし、第１３号を第１７号とし、同項第１２号イ中「。また、異常な高

温となった場合には、急速充電設備を自動的に停止させること」を削り、同号に次

のように加える。 

ウ 温度の異常を自動的に検知する構造とし、異常な高温又は低温を検知した

場合には、急速充電設備を自動的に停止させること。 

エ 制御機能の異常を自動的に検知する構造とし、制御機能の異常を検知した

場合には、急速充電設備を自動的に停止させること。 

第１１条の２第１項中第１２号を第１６号とし、第１１号を第１２号とし、同号

の次に次の３号を加える。 

(13) コネクター（充電用ケーブルを電気自動車等に接続するための部分をいう。

以下この号において同じ。）について、操作に伴う不時の落下を防止する措置

を講ずること。ただし、コネクターに十分な強度を有するものにあっては、こ

の限りでない。 

(14) 充電用ケーブルを冷却するため液体を用いるものにあっては、当該液体が

漏れた場合に、漏れた液体が内部基板等の機器に影響を与えない構造とするこ

と。また、充電用ケーブルを冷却するために用いる液体の流量及び温度の異常

を自動的に検知する構造とし、当該液体の流量又は温度の異常を検知した場合
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には、急速充電設備を自動的に停止させる措置を講ずること。 

(15) 複数の充電用ケーブルを有し、複数の電気自動車等に同時に充電する機能

を有するものにあっては、出力の切替えに係る開閉器の異常を自動的に検知す

る構造とし、当該開閉器の異常を検知した場合には、急速充電設備を自動的に

停止させる措置を講ずること。 

第１１条の２第１項中第１０号を第１１号とし、第７号から第９号までを１号ず

つ繰り下げ、同項第６号中「電気を動力源とする自動車等」を「電気自動車等」に

改め、同号を同項第７号とし、同項第５号中「電気を動力源とする自動車等」を

「電気自動車等」に改め、同号を同項第６号とし、同項第４号中「電気を動力源と

する自動車等」を「電気自動車等」に改め、同号を同項第５号とし、同項第３号を

同項第４号とし、同項第２号を同項第３号とし、同項第１号を同項第２号とし、同

号の前に次の１号を加える。 

(1) 急速充電設備（全出力５０キロワット以下のもの及び消防長が認める延焼

を防止するための措置が講じられているものを除く。）を屋外に設ける場合に

あっては、建築物から３メートル以上の距離を保つこと。ただし、不燃材料で

造り、又は覆われた外壁で開口部のないものに面するときは、この限りでない。 

第４４条第１４号中「充てんする」を「充填する」に改め、同号を同条第１５号

とし、同条第１３号を同条第１４号とし、同条第１０号から第１２号までを１号ず

つ繰り下げ、同条第９号の次に次の１号を加える。 

(10) 急速充電設備（全出力５０キロワット以下のものを除く。） 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、令和３年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例の施行の際現に設置され、又は設置の工事がされているこの条例によ

る改正後の第１１条の２第１項に規定する急速充電設備に係る位置、構造及び管

理に関する基準の適用については、なお従前の例による。 

 

 

 

- 3 -



（提案理由） 

対象火気設備等の位置、構造及び管理並びに対象火気器具等の取扱いに関する条

例の制定に関する基準を定める省令（平成１４年総務省令第２４号）の一部改正に

伴い、所要の規定の整理を行う必要がある。これが、この条例案を提出する理由で

ある。 
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議案第７号 

 

五島市福祉医療費の支給に関する条例の一部改正について 

五島市福祉医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例案を次のとおり提出

する。 

令和３年３月９日提出 

五島市長 野 口 市太郎   

五島市福祉医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例 

第１条 五島市福祉医療費の支給に関する条例（平成１６年五島市条例第９０号）

の一部を次のように改正する。 

第２条第１項中「１８歳に満たない児童を含む」を「第２項、第５項及び第７

項に該当する者を除く」に改め、同条第３項中「１５歳」を「１８歳」に改め、

「該当する者」の次に「並びに婚姻したことがある者」を加え、同条第５項及び

第７項中「１８歳未満」を「小学校就学の始期から１８歳に達するまで」に改め、

同条第９項中「又は乳幼児」を「、乳幼児、子ども、母子家庭の子又は父子家庭

の子」に改める。 

第３条第１号中「、乳幼児、子ども」を削り、同条に次の１号を加える。 

(3) 医療保険各法の規定による被保険者又は組合員である保護者に扶養され

ている乳幼児及び子ども 

第４条第１項各号列記以外の部分中「前条第１号」の次に「及び第３号」を加

え、同項第１号イただし書中「１５歳」を「１８歳」に改める。 

第２条 五島市福祉医療費の支給に関する条例の一部を次のように改正する。 

第２条第３項中「並びに婚姻したことがある者」を削る。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例中第１条の規定は令和３年４月１日から、第２条の規定は令和６年４

月１日から施行する。 

（適用区分） 

２ 第１条の規定による改正後の五島市福祉医療費の支給に関する条例の規定は、

令和３年４月１日以後の診療に係る医療費から適用する。 
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（提案理由） 

子どもに係る福祉医療費の支給対象者を１８歳の子どもまで拡大することに伴い、

所要の規定の整備を行う必要がある。これが、この条例案を提出する理由である。 
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議案第８号 

 

五島市児童館条例の一部改正について 

五島市児童館条例の一部を改正する条例案を次のとおり提出する。 

令和３年３月９日提出 

五島市長 野 口 市太郎   

五島市児童館条例の一部を改正する条例 

五島市児童館条例（平成１６年五島市条例第９９号）の一部を次のように改正す

る。 

第４条を削る。 

第５条ただし書中「指定管理者は、特に」を「市長が特に」に改め、「、市長の

承認を得て」を削り、同条を第４条とする。 

第６条第１項ただし書中「指定管理者は、特に」を「市長が特に」に改め、「、

市長の承認を得て」を削り、同条を第５条とし、同条の次に次の１条を加える。 

（職員） 

第６条 児童館に館長及び児童の遊びを指導する者を置き、必要に応じてその他の

職員を置くことができる。 

第７条第１号中「おおむね３歳以上の幼児」を「小学校就学の始期に達するまで

の者」に改め、同条第２号を次のように改める。 

(2) 小学校就学の始期から、満１８歳に達するまでの者 

第８条及び第９条中「指定管理者」を「市長」に改める。 

第１２条第１項中「指定管理者」を「市長」に改め、同条第２項中「及び指定管

理者」を削る。 

第１３条及び第１４条中「指定管理者」を「市長」に改める。 

附 則 

この条例は、令和３年４月１日から施行する。 

 

 

（提案理由） 

ふくえ児童館の管理を市が直接行うこと等に伴い、所要の規定の整備を行う必要
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がある。これが、この条例案を提出する理由である。 
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議案第９号 

 

五島市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担に関する条

例の一部改正について 

五島市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担に関する条例の

一部を改正する条例案を次のとおり提出する。 

令和３年３月９日提出 

五島市長 野 口 市太郎   

五島市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担に関する条

例の一部を改正する条例 

 五島市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担に関する条例

（平成２７年五島市条例第９号）の一部を次のように改正する。 

 別表備考第１項第３号中「次に掲げる場合に該当するときは、それぞれに定める

額」を「賦課期日において地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２５２条の１

９第１項の指定都市の区域内に住所を有していた者である場合は、これらの者を指

定都市以外の市町村の区域内に住所を有していた者とみなして算定した額」に改め、

同号アからウまでを削る。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、公布の日から施行する。 

（利用者負担額の算定に係る所得割課税額の特例） 

２ 令和３年１月から同年８月までの月分の利用者負担額の算定に係る所得割課税

額については、この条例による改正後の別表備考第１項第３号の規定にかかわら

ず、次の各号に掲げる区分に応じ、当該各号に定める額とする。 

(1) 賦課期日において地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２５２条の１

９第１項の指定都市の区域内に住所を有していた者である場合 これらの者を

指定都市以外の市町村の区域内に住所を有していた者とみなして算定した額 

(2) 母子及び父子並びに寡婦福祉法施行令（昭和３９年政令第２２４号）第１

条第２号に規定する女子（扶養親族である子を有し、かつ、前年の合計所得金

額が５００万円未満の者に限る。）又は同令第２条第２号に規定する男子に該
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当する場合 その者の申請により、地方税法等の一部を改正する法律（令和２

年法律第５号）による改正前の地方税法（以下「改正前の地方税法」とい

う。）第３１４条の２第１項第８号の規定による控除を適用して算定した額 

(3) 母子及び父子並びに寡婦福祉法施行令第１条第２号に規定する女子（扶養

親族である子を有し、かつ、前年の合計所得金額が５００万円以上の者に限

る。）に該当する場合 その者の申請により改正前の地方税法第３１４条の２

第３項の規定による控除を適用して算定した額 

 

 

（提案理由） 

地方税法（昭和２５年法律第２２６号）の一部改正に伴い、所要の規定の整理を

行う必要がある。これが、この条例案を提出する理由である。 
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議案第１０号 

 

五島市デイサービスセンター条例の一部改正について 

五島市デイサービスセンター条例の一部を改正する条例案を次のとおり提出する。 

令和３年３月９日提出 

五島市長 野 口 市太郎   

五島市デイサービスセンター条例の一部を改正する条例 

 五島市デイサービスセンター条例（平成１６年五島市条例第１０４号）の一部を

次のように改正する。 

 第２条の見出し及び同条第２項中「、位置及び定員」を「及び位置」に改め、同 

「   

項の表中 

定員 

 を削る。 
15人 

20人 

15人 

  」 

附 則 

 この条例は、令和３年４月１日から施行する。 

 

 

（提案理由） 

デイサービスセンターの定員に係る規定の方法を見直すことに伴い、所要の規定

の整備を行う必要がある。これが、この条例案を提出する理由である。 
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議案第１１号 

 

五島市富江老人福祉センター条例の廃止について 

五島市富江老人福祉センター条例を廃止する条例案を次のとおり提出する。 

令和３年３月９日提出 

五島市長 野 口 市太郎   

五島市富江老人福祉センター条例を廃止する条例 

 五島市富江老人福祉センター条例（平成１６年五島市条例第８５号）は、廃止す

る。 

附 則 

 この条例は、令和３年６月１日から施行する。 

 

 

（提案理由） 

富江老人福祉センターを廃止することに伴い、五島市富江老人福祉センター条例

を廃止する必要がある。これが、この条例案を提出する理由である。 
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議案第１２号 

 

五島市介護保険条例の一部改正について 

五島市介護保険条例の一部を改正する条例案を次のとおり提出する。 

令和３年３月９日提出 

五島市長 野 口 市太郎 

五島市介護保険条例の一部を改正する条例 

五島市介護保険条例（平成１６年五島市条例第１３６号）の一部を次のように改

正する。 

第４条第１項第１号中「４０，５６０円」を「３９，９６０円」に改め、同項第

２号及び第３号中「６０，８４０円」を「５９，９４０円」に改め、同項第４号中

「７３，０００円」を「７１，９２０円」に改め、同項第５号中「８１，１２０

円」を「７９，９２０円」に改め、同項第６号中「１０１，４００円」を「９９，

９００」に改め、同項第７号中「１０９，５１０円」を「１０７，８９０円」に改

め、同項第８号中「１２５，７３０円」を「１２３，８７０円」に改め、同項第９

号中「１４１，９６０円」を「１３９，８６０円」に改め、同条第２項中「令和２

年度」を「令和３年度から令和５年度まで」に改め、同条第３項中「令和２年度」

を「令和３年度から令和５年度まで」に、「２００万円」を「２１０万円」に改め、

同条第４項中「令和２年度」を「令和３年度から令和５年度まで」に、「３００万

円」を「３２０万円」に改め、同条第５項中「令和２年度」を「令和３年度から令

和５年度まで」に、「２４，３４０円」を「２３，９８０円」に改め、同条第６項

中「令和２年度」を「令和３年度から令和５年度まで」に、「４０，５６０円」を

「３９，９６０円」に改め、同条第７項中「令和２年度」を「令和３年度から令和

５年度まで」に、「５６，７９０円」を「５５，９５０円」に改める。 

附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、令和３年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この条例による改正後の第４条の規定は、令和３年度以後の年度分の保険料に

ついて適用し、令和２年度分までの保険料については、なお従前の例による。 
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（提案理由） 

令和３年度から令和５年度までの第８期介護保険事業計画の策定に伴い、保険料

率の見直しを行うほか、所要の規定の整備を行う必要がある。これが、この条例案

を提出する理由である。 
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議案第１３号 

 

五島市頓泊園地休憩施設条例の制定について 

五島市頓泊園地休憩施設条例を制定する条例案を次のとおり提出する。 

令和３年３月９日提出 

五島市長 野 口 市太郎   

五島市頓泊園地休憩施設条例 

（趣旨） 

第１条 この条例は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４４条の２の規

定に基づき、頓泊園地休憩施設（以下「休憩施設」という。）の設置及び管理に

関し必要な事項を定めるものとする。 

（設置及び位置） 

第２条 市民の保養に資するとともに観光の振興を図るため、休憩施設を五島市玉

之浦町頓泊２７６番地２に設置する。 

（利用時間） 

第３条 休憩施設を利用することができる時間は、午前９時から午後５時までとす

る。ただし、市長が特に必要があると認めるときは、これを変更することができ

る。 

（利用期間） 

第４条 休憩施設を利用することができる期間は、市長が定める。 

（利用の許可） 

第５条 休憩施設を利用しようとする者は、あらかじめ市長の許可を受けなければ

ならない。許可を受けた事項を変更しようとするときも、同様とする。 

２ 市長は、休憩施設の管理上必要があると認めるときは、前項の許可について条

件を付することができる。 

（利用許可の制限） 

第６条 市長は、次の各号のいずれかに該当するときは、休憩施設の利用を許可し

ない。 

(1) 公の秩序を乱し、又は善良な風俗を害するおそれがあるとき。 

(2) 休憩施設の施設等を損傷し、又は滅失するおそれがあるとき。 
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(3) その他休憩施設の管理上支障があるとき。 

（使用料） 

第７条 休憩施設の利用の許可を受けた者（以下「利用者」という。）は、別表に

定める使用料を利用の許可を受けた際に納付しなければならない。ただし、市長

が特別の理由があると認めたときは、この限りでない。 

（使用料の減免） 

第８条 市長は、公益上その他特別の理由があると認めたときは、使用料を減額し、

又は免除することができる。 

（使用料の不還付） 

第９条 既に納付された使用料は、還付しない。ただし、市長が特別の理由がある

と認めたときは、その全部又は一部を還付することができる。 

（目的外利用等の禁止） 

第１０条 利用者は、許可を受けた目的以外に休憩施設を利用し、又は休憩施設を

利用する権利を他に譲渡し、若しくは転貸してはならない。 

（利用許可の取消し等） 

第１１条 市長は、利用者が次の各号のいずれかに該当するときは、利用の許可の

全部若しくは一部を取り消し、又は利用を停止し、若しくは制限するものとする。 

(1) 偽りその他不正の手段により利用の許可を受けたとき。 

(2) 利用の許可の内容又は利用の許可に付された条件に違反したとき。 

(3) 第６条各号のいずれかに該当するに至ったとき。 

(4) この条例又はこの条例に基づく規則に違反したとき。 

２ 前項の規定による処分によって利用者に損害が生じても、市は、その賠償の責

めを負わない。 

（入場の制限） 

第１２条 市長は、次の各号のいずれかに該当する者に対して、休憩施設への入場

を拒み、又は退場を命ずるものとする。 

(1) 感染性の疾病にかかっていると認められる者 

(2) 他人に危害若しくは迷惑を及ぼすおそれがあると認められる者又はこれら

のおそれがある物品若しくは動物を携行する者 

(3) 休憩施設の秩序を乱すおそれがあると認められる者 
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(4) その他休憩施設の管理上支障があると認められる者 

（原状回復義務） 

第１３条 利用者は、休憩施設の利用を終了したとき、又は第１１条第１項の規定

により利用の許可を取り消され、若しくは利用を停止され、若しくは制限された

ときは、その利用しなくなった施設等を速やかに原状に回復しなければならない。

ただし、市長の承認を得たときは、この限りでない。 

２ 利用者が前項に規定する義務を履行しないときは、市長が代わって行い、その

費用を利用者から徴収する。 

（損害賠償義務） 

第１４条 利用者又は入場者は、故意又は過失により休憩施設の施設等を破損し、

又は滅失したときは、それによって生じた損害を賠償しなければならない。ただ

し、市長が利用者又は入場者の責めに帰することができない理由があると認めた

ときは、その全部又は一部を免除することができる。 

（委任） 

第１５条 この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。 

附 則 

 この条例は、令和３年４月１日から施行する。 

別表（第７条関係） 

区分 単位 金額 

桟敷 大人 １人につき 500円 

小人（小、中学生） １人につき 300円 

シャワー １回につき 200円 

ロッカー １回につき 100円 

売店 １日につき 60円 

備考 

１ 売店の使用料は、午前９時から午後５時までをもって１日料金とし、この

時間以内の場合であっても１日料金とする。 

２ 売店の利用に係る光熱水費の実費は、別途徴収する。 
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（提案理由） 

長崎県から譲渡を受ける頓泊園地休憩施設を市の公の施設として設置することに

伴い、その設置及び管理に関し必要な事項を定める必要がある。これが、この条例

案を提出する理由である。 

- 18 -



議案第１４号 

 

五島市高浜園地休憩施設条例の制定について 

五島市高浜園地休憩施設条例を制定する条例案を次のとおり提出する。 

令和３年３月９日提出 

五島市長 野 口 市太郎   

五島市高浜園地休憩施設条例 

（趣旨） 

第１条 この条例は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４４条の２の規

定に基づき、高浜園地休憩施設（以下「休憩施設」という。）の設置及び管理に

関し必要な事項を定めるものとする。 

（設置及び位置） 

第２条 市民の保養に資するとともに観光の振興を図るため、休憩施設を五島市三

井楽町貝津１０５４番地１に設置する。 

（利用時間） 

第３条 休憩施設を利用することができる時間は、午前９時から午後５時までとす

る。ただし、市長が特に必要があると認めるときは、これを変更することができ

る。 

（利用期間） 

第４条 休憩施設を利用することができる期間は、市長が定める。 

（利用の許可） 

第５条 休憩施設を利用しようとする者は、あらかじめ市長の許可を受けなければ

ならない。許可を受けた事項を変更しようとするときも、同様とする。 

２ 市長は、休憩施設の管理上必要があると認めるときは、前項の許可について条

件を付することができる。 

（利用許可の制限） 

第６条 市長は、次の各号のいずれかに該当するときは、休憩施設の利用を許可し

ない。 

(1) 公の秩序を乱し、又は善良な風俗を害するおそれがあるとき。 

(2) 休憩施設の施設等を損傷し、又は滅失するおそれがあるとき。 
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(3) その他休憩施設の管理上支障があるとき。 

（使用料） 

第７条 休憩施設の利用の許可を受けた者（以下「利用者」という。）は、別表に

定める使用料を利用の許可を受けた際に納付しなければならない。ただし、市長

が特別の理由があると認めたときは、この限りでない。 

（使用料の減免） 

第８条 市長は、公益上その他特別の理由があると認めたときは、使用料を減額し、

又は免除することができる。 

（使用料の不還付） 

第９条 既に納付された使用料は、還付しない。ただし、市長が特別の理由がある

と認めたときは、その全部又は一部を還付することができる。 

（目的外利用等の禁止） 

第１０条 利用者は、許可を受けた目的以外に休憩施設を利用し、又は休憩施設を

利用する権利を他に譲渡し、若しくは転貸してはならない。 

（利用許可の取消し等） 

第１１条 市長は、利用者が次の各号のいずれかに該当するときは、利用の許可の

全部若しくは一部を取り消し、又は利用を停止し、若しくは制限するものとする。 

(1) 偽りその他不正の手段により利用の許可を受けたとき。 

(2) 利用の許可の内容又は利用の許可に付された条件に違反したとき。 

(3) 第６条各号のいずれかに該当するに至ったとき。 

(4) この条例又はこの条例に基づく規則に違反したとき。 

２ 前項の規定による処分によって利用者に損害が生じても、市は、その賠償の責

めを負わない。 

（入場の制限） 

第１２条 市長は、次の各号のいずれかに該当する者に対して、休憩施設への入場

を拒み、又は退場を命ずるものとする。 

(1) 感染性の疾病にかかっていると認められる者 

(2) 他人に危害若しくは迷惑を及ぼすおそれがあると認められる者又はこれら

のおそれがある物品若しくは動物を携行する者 

(3) 休憩施設の秩序を乱すおそれがあると認められる者 
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(4) その他休憩施設の管理上支障があると認められる者 

（原状回復義務） 

第１３条 利用者は、休憩施設の利用を終了したとき、又は第１１条第１項の規定

により利用の許可を取り消され、若しくは利用を停止され、若しくは制限された

ときは、その利用しなくなった施設等を速やかに原状に回復しなければならない。

ただし、市長の承認を得たときは、この限りでない。 

２ 利用者が前項に規定する義務を履行しないときは、市長が代わって行い、その

費用を利用者から徴収する。 

（損害賠償義務） 

第１４条 利用者又は入場者は、故意又は過失により休憩施設の施設等を破損し、

又は滅失したときは、それによって生じた損害を賠償しなければならない。ただ

し、市長が利用者又は入場者の責めに帰することができない理由があると認めた

ときは、その全部又は一部を免除することができる。 

（委任） 

第１５条 この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。 

附 則 

 この条例は、令和３年４月１日から施行する。 

別表（第７条関係） 

区分 単位 金額 

桟敷 大人 １人につき 500円 

小人（小、中学生） １人につき 300円 

シャワー １回につき 200円 

ロッカー １回につき 100円 

厨房棟 １日につき 230円 

備考 

１ 厨房棟の使用料は、午前９時から午後５時までをもって１日料金とし、こ

の時間以内の場合であっても１日料金とする。 

２ 厨房棟の利用に係る光熱水費の実費は、別途徴収する。 
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（提案理由） 

長崎県から譲渡を受ける高浜園地休憩施設を市の公の施設として設置することに

伴い、その設置及び管理に関し必要な事項を定める必要がある。これが、この条例

案を提出する理由である。 
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議案第１５号 

 

五島市スポーツ広場条例の一部改正について 

五島市スポーツ広場条例の一部を改正する条例案を次のとおり提出する。 

令和３年３月９日提出 

五島市長 野 口 市太郎   

五島市スポーツ広場条例の一部を改正する条例 

五島市スポーツ広場条例（平成１６年五島市条例第２４１号）の一部を次のよう

に改正する。 

第２条第２項の表黒瀬地区スポーツ広場の項、女亀地区スポーツ広場の項及び泊

地区スポーツ広場の項を削る。 

附 則 

 この条例は、令和３年４月１日から施行する。 

 

 

（提案理由） 

黒瀬地区スポーツ広場、女亀地区スポーツ広場及び泊地区スポーツ広場を廃止す

ることに伴い、所要の規定の整備を行う必要がある。これが、この条例案を提出す

る理由である。 
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議案第１６号 

 

五島市狩立野外スポーツ広場条例の廃止について 

五島市狩立野外スポーツ広場条例を廃止する条例案を次のとおり提出する。 

令和３年３月９日提出 

五島市長 野 口 市太郎   

五島市狩立野外スポーツ広場条例を廃止する条例 

五島市狩立野外スポーツ広場条例（平成１６年五島市条例第２４２号）は、廃止

する。 

附 則 

 この条例は、令和３年４月１日から施行する。 

 

 

（提案理由） 

狩立野外スポーツ広場を廃止することに伴い、五島市狩立野外スポーツ広場条例

を廃止する必要がある。これが、この条例案を提出する理由である。 

 

- 24 -



議案第１７号 

 

五島市公設小売市場条例の廃止について 

五島市公設小売市場条例を廃止する条例案を次のとおり提出する。 

令和３年３月９日提出 

五島市長 野 口 市太郎   

五島市公設小売市場条例を廃止する条例 

五島市公設小売市場条例（平成１６年五島市条例第１４２号）は、廃止する。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、令和３年１０月１日から施行する。 

（五島市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償条例の一部改正） 

２ 五島市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償条例（平成１６年五島

市条例第３８号）の一部を次のように改正する。 

別表第１公設小売市場利用者審査委員会委員の項を削る。 

（五島市特別会計条例の一部改正） 

３ 五島市特別会計条例（平成１６年五島市条例第４９号）の一部を次のように改

正する。 

第８号を削り、第９号を第８号とし、第１０号を第９号とし、第１１号を第１

０号とする。 

 

 

（提案理由） 

中央町公設小売市場を廃止することに伴い、五島市公設小売市場条例を廃止する

必要がある。これが、この条例案を提出する理由である。 
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議案第１８号 

 

五島市手数料条例の一部改正について 

五島市手数料条例の一部を改正する条例案を次のとおり提出する。 

令和３年３月９日提出 

五島市長 野 口 市太郎   

五島市手数料条例の一部を改正する条例 

 五島市手数料条例（平成１６年五島市条例第７９号）の一部を次のように改正す

る。 

 別表第４第１項中「登録建築物調査機関（エネルギーの使用の合理化に関する法

律（昭和５４年法律第４９号）第７６条第１項に規定する登録建築物調査機関」を

「登録建築物エネルギー消費性能判定機関（建築物のエネルギー消費性能の向上に

関する法律第１５条第１項に規定する登録建築物エネルギー消費性能判定機関」に、

「３００平方メートル」を「３００㎡」に、「５００平方メートル」を「５００

㎡」に、「１７５，０００円」を「１３４，０００円」に、「２６，０００円」を

「１６，０００円」に、「３７４，０００円」を「２９１，０００円」に改め、同

表第２項中「３００平方メートル」を「３００㎡」に、「５００平方メートル」を

「５００㎡」に、「１７５，０００円」を「１３４，０００円」に、「２６，００

０円」を「１６，０００円」に改める。 

 別表第５第３項中「第３６条第１項」を「第４１条第１項」に、「第３０条」を

「第３５条」に、「１２９，０００円」を「９８，０００円」に、「２３，０００

円」を「１４，０００円」に、「３２６，０００円」を「２５３，０００円」に改

め、同項を同表第５項とし、同表第２項中「第３１条第１項」を「第３６条第１

項」に、「第３０条第２項」を「第３５条第２項」に、「６４，５００円」を「４

９，０００円」に、「１１，５００円」を「７，０００円」に、「１６３，０００

円」を「１２６，５００円」に改め、同項を同表第４項とし、同表第１項中「建築

物のエネルギー消費性能の向上に関する法律（以下この表において「法」とい

う。）第２９条第１項」を「法第３４条第１項」に、「第３０条第２項」を「第３

５条第２項」に、「若しくはエネルギーの使用の合理化に関する法律第７６条第１

項に規定する登録建築物調査機関」を「又は法第１５条第１項に規定する登録建築
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物エネルギー消費性能判定機関」に、「第３０条第１項各号」を「第３５条第１項

各号」に、「１２９，０００円」を「９８，０００円」に、「２３，０００円」を

「１４，０００円」に、「３２６，０００円」を「２５３，０００円」に改め、同

項を同表第３項とし、同表に第１項及び第２項として次の２項を加える。 

１ 建築物
エネル
ギー消
費性能
適合性 
判定手
数料 

建築物のエネルギ
ー消費性能の向上
に関する法律（以
下この表において
「法」という。） 
第１２条第１項の
規定に基づく計画
の建築物エネルギ
ー消費性能適合性
判定又は法第１３
条第２項の規定に
基づく計画の建築
物エネルギー消費
性能適合性判定に
対する審査 

(1)  評価
手法が国
土交通大
臣の定め
る簡易な
評価方法
の場合 

ア 工場、
倉庫等 

床面積が300㎡未満
のものにあっては
16,000円、床面積
が300㎡以上500㎡
以内のものにあっ 
ては23,000円 

イ 工場、
倉庫等以
外 

床面積が300㎡未満
のものにあっては
77,000円、床面積
が300㎡以上500㎡
以内のものにあっ
ては98,000円 

(2)  評価
手法が標
準入力法
の場合 

ア 工場、
倉庫等 

床面積が300㎡未満
のものにあっては
20,000円、床面積
が300㎡以上500㎡
以内のものにあっ
ては27,000円 

イ 工場、
倉庫等以
外 

床面積が300㎡未満
のものにあっては
202,000円、床面積
が300㎡以上500㎡
以内のものにあっ
ては253,000円 

２ 計画変
更建築
物エネ
ルギー
消費性
能適合
性判定
又は軽
微な変
更に関
する証
明手数
料 

法第１２条第２項
の規定に基づく計
画の変更の建築物
エネルギー消費性
能適合性判定に対
する審査若しくは
軽微な変更に関す
る証明又は法第１
３条第３項の規定
に基づく計画の変
更の建築物エネル
ギー消費性能適合
性判定に対する審
査 

(1)  評価
手法が国
土交通大
臣の定め
る簡易な
評価方法
の場合 

ア 工場、
倉庫等 

床面積が300㎡未満
のものにあっては
8,000円、床面積が
300㎡以上500㎡以
内のものにあって
は11,500円 

イ 工場、
倉庫等以
外 

床面積が300㎡未満
のものにあっては
38,500円、床面積
が300㎡以上500㎡
以内のものにあっ
ては49,000円 

(2)  評価
手法が標
準入力法
の場合 

ア 工場、
倉庫等 

床面積が300㎡未満
のものにあっては
10,000円、床面積
が300㎡以上500㎡
以内のものにあっ
ては13,500円 

イ 工場、 床面積が300㎡未満 
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    倉庫等以
外 

のものにあっては
101,000円、床面積
が300㎡以上500㎡
以内のものにあっ
ては126,500円 

別表第５備考第２項中「第３０条第２項」を「第３５条第２項」に、「第３１条

第２項」を「第３６条第２項」に改める。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、令和３年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この条例による改正後の別表第４及び別表第５の規定は、この条例の施行の日

以後になされる申請等に係る手数料について適用し、同日前になされた申請等に

係る手数料については、なお従前の例による。 

 

 

（提案理由） 

建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律（平成２７年法律第５３号）の

一部改正に伴い、新たに建築物エネルギー消費性能適合性判定に係る手数料を追加

するなど、所要の規定の整備を行う必要がある。これが、この条例案を提出する理

由である。 
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議案第１９号 

 

五島市道路占用料徴収条例の一部改正について 

五島市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例案を次のとおり提出する。 

令和３年３月９日提出 

五島市長 野 口 市太郎   

五島市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例 

 五島市道路占用料徴収条例（平成１６年五島市条例第１９８号）の一部を次のよ

うに改正する。 

 別表第１中「３００円」を「３８０円」に、「４７０円」を「５８０円」に、「

６３０円」を「７８０円」に、 

「     「    

  ２７０円  を  ３４０円 に、 

   」   」 

「４４０円」を「５４０円」に、「６００円」を「７４０円」に、「２７円」を「

３４円」に、 

「     「    

 １個につき１年 ２７０円  を １個につき１年 ３３０円 に、 

   」   」 

「１６０円」を「２００円」に、「５４０円」を「６８０円」に、「２３０円」を

「２８０円」に、「１１円」を「１４円」に、「１６円」を「２０円」に、「２４

円」を「３０円」に、「３３円」を「４１円」に、「４９円」を「６１円」に、「

６５円」を「８１円」に、「１１０円」を「１４０円」に、「３３０円」を「４１

０円」に、「３４０円」を「３３０円」に、「０．０３４」を「０．０３３」に、

「５４円」を「６８円」に、「０．０２４」を「０．０２３」に、「０．０１７」

を「０．０１６」に改める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、令和３年４月１日から施行する。 

（経過措置） 
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２ この条例による改正後の別表第１の規定は、この条例の施行の日以後になされ

る占用に係る占用料について適用し、同日前になされた占用に係る占用料につい

ては、なお従前の例による。 

 

 

（提案理由） 

道路法施行令（昭和２７年政令第４７９号）の一部改正により、国の道路占用料

の額が見直されたことから、市の道路占用料の額についても同様に見直すため、所

要の規定の整備を行う必要がある。これが、この条例案を提出する理由である。 
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議案第２０号 

 

五島市水道事業給水条例の一部改正について 

五島市水道事業給水条例の一部を改正する条例案を次のとおり提出する。 

令和３年３月９日提出 

五島市長 野 口 市太郎   

五島市水道事業給水条例の一部を改正する条例 

 五島市水道事業給水条例（平成１６年五島市条例第２６５号）の一部を次のよう

に改正する。 

第３６条の次に次の１条を加える。 

（料金の支払請求権の放棄） 

第３６条の２ 管理者は、料金の支払請求権のうち消滅時効に係る時効期間が満了

したものについて、当該時効期間が満了した日から起算して３年経過したとき、

かつ、次の各号のいずれかに該当すると認められるときは、当該支払請求権を放

棄することができる。 

(1) 債務者が死亡し、料金債務を相続する者がいないとき。 

(2) 債務者の所在が不明であるとき。 

(3) 破産法（平成１６年法律第７５号）第２５３条、会社更生法（平成１４年

法律第１５４号）第２０４条その他の法令の規定により、債務者が当該債務に

ついて責任を免れたとき。 

(4) 料金債権の金額が少額で、回収に要する経費に満たないとき。 

(5) その他管理者が相当と認めるとき。 

附 則 

 この条例は、令和３年４月１日から施行する。 

 

 

（提案理由） 

消滅時効に係る時効期間が満了した日から３年を経過した水道料金の支払請求権

で、回収不能と認められるものを整理するため、所要の規定の整備を行う必要があ

る。これが、この条例案を提出する理由である。 
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議案第２１号 

 

辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について 

令和２年１０月１３日に議決された久賀島辺地に係る公共的施設の総合整備計画

を別紙のとおり変更する。 

令和３年３月９日提出 

五島市長 野 口 市太郎   

 

 

 （提案理由） 

 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更については、辺地に係る公共的施設

の総合整備のための財政上の特別措置等に関する法律（昭和３７年法律第８８号）

第３条第８項の規定により議会の議決を経る必要がある。これが、この案を提出す

る理由である。 
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（別紙） 

総 合 整 備 計 画 書（第１次変更） 

 

長崎県五島市  久賀島辺地 

（辺地の人口 ３０７人、面積 ３８．３８ｋ㎡） 

 

１．辺地の概況 

 （１）辺地を構成する町又は字の名称    長崎県五島市久賀町、蕨町、猪之木町、

田ノ浦町 

 （２）地域の中心の位置          長崎県五島市久賀町１０３番 

 （３）辺地度点数             ２３１点 

 

２．公共的施設の整備を必要とする事情 

市道久賀１７号線の神社前橋は、猪之木地区の集落内を流れる猪之木川に架けられ

た鋼橋である。しかし、この橋は、床版、主桁及び支承に損傷が発生している状況で

ある。このようなことから、この橋の床版、主桁、支承等の補修を行い、橋の延命化

並びに地域住民の交通の安全及び利便性の向上を図るものである。 

市道久賀１８号線の山内橋は、猪之木地区の集落内を流れる猪之木川に架けられた

鋼橋である。しかし、この橋は、主桁及び支承に損傷が発生している状況である。こ

のようなことから、この橋の主桁、支承等の補修を行い、橋の延命化並びに地域住民

の交通の安全及び利便性の向上を図るものである。 

市道久賀７号線の五輪橋は、五輪地区の集落内を流れる五輪川に架けられた木橋で

ある。この橋は、平成２４年に一部修繕しているが、桁丸太、橋脚及び床版に損傷が

発生している状況である。このようなことから、この橋の桁丸太、橋脚及び床版の補

修及び保護塗装を行い、橋の延命化並びに地域住民の交通の安全及び利便性の向上を

図るものである。 

 

３．公共的施設の整備計画 

令和２年度から令和６年度まで   ５年間 

（単位：千円） 

        区  分 

事 業  

施 設 名     主 体 

事 業 費 

財 源 内 訳 一般財源のう 

ち辺地対策事 

業債の予定額 
特 定 財 源 一 般 財 源 

道路施設 五 島 市 72,400 35,880 36,520 36,400 
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合 計  72,400 35,880 36,520 36,400 
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、
主

桁
及

び
支

承
に

損
傷

が
発

生
し

て
い

る
状

況
で

あ
る

。
こ

の
よ

う
な

こ
と

か
ら

、
こ

の
橋

の
主

桁
、

支
承

等
の

補
修

を
行

い
、

橋
の

延
命

化
並

び
に

地
域

住
民

の
交

通
の

安
全

及
び

利
便

性
の

向
上

を
図

る
も

の
で

あ
る

。
 

市
道

久
賀

７
号

線
の

五
輪

橋
は

、
五

輪
地

区
の

集
落

内
を

流
れ

る
五

輪
川

に
架

け
ら

れ
た

木
橋

で

あ
る

。
こ

の
橋

は
、

平
成

２
４

年
に

一
部

修
繕

し
て

い
る

が
、

桁
丸

太
、

橋
脚

及
び

床
版

に
損

傷
が

発
生

し
て

い
る

状
況

で
あ

る
。

こ
の

よ
う

な
こ

と
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ら
、

こ
の

橋
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太
、

橋
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及
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床
版

の
補

修
及
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保

護
塗
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を

行
い

、
橋

の
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化

並
び

に
地

域
住

民
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交
通

の
安

全
及

び
利

便
性

の
向

上
を

図
る

も
の

で
あ

る
。
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設
の
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備
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２
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か
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和

６
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５
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五
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市
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（

辺
地

の
人

口
 

３
０

７
人

、
面

積
 

３
８

．
３

８
ｋ

㎡
）

 
 

１
．

辺
地

の
概

況
 

（
１

）
辺

地
を

構
成

す
る

町
又

は
字

の
名

 
 

長
崎

県
五

島
市

久
賀

町
、

蕨
町

、
猪

之
木

町
、

 
田

ノ
浦

町
 

（
２

）
地

域
の

中
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の
位

置
 

 
 

 
 

 
 

長
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県
五

島
市

久
賀

町
１

０
３

番
 

（
３

）
辺

地
度

点
数

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
３

１
点

 

 ２
．

公
共

的
施

設
の

整
備

を
必

要
と

す
る

事
情

 

市
道

久
賀

１
７

号
線

の
神

社
前

橋
は

、
猪

之
木

地
区

の
集

落
内

を
流

れ
る

猪
之

木
川

に
架

け
ら

れ

た
鋼

橋
で

あ
る

。
し

か
し

、
こ

の
橋

は
、

架
設

後
４

０
年

以
上

が
経

過
し

て
い

る
と

思
わ

れ
、

床
版

、

主
桁

及
び

支
承

に
損

傷
が

発
生

し
て

い
る

状
況

で
あ

る
。

こ
の

よ
う

な
こ

と
か

ら
、

こ
の

橋
の

床
版

、

主
桁

、
支

承
等

の
補

修
を

行
い

、
橋

の
延

命
化

並
び

に
地

域
住

民
の

交
通

の
安

全
及

び
利

便
性
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向

上
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図
る

も
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で
あ

る
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市

道
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賀
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８
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線
の
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内

橋
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、
猪

之
木

地
区

の
集

落
内
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流

れ
る

猪
之

木
川

に
架

け
ら

れ
た

鋼
橋

で
あ

る
。

し
か

し
、

こ
の

橋
は

、
架

設
後

４
０

年
以

上
が

経
過

し
て

い
る

と
思

わ
れ

、
主

桁
及

び
支

承
に

損
傷

が
発

生
し

て
い

る
状

況
で

あ
る

。
こ

の
よ

う
な

こ
と

か
ら

、
こ

の
橋

の
主

桁
、

支
承

等
の

補
修

を
行

い
、

橋
の

延
命

化
並

び
に

地
域

住
民

の
交

通
の

安
全

及
び

利
便

性
の

向
上

を
図

る
も

の
で

あ
る

。
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．
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２
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６
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ま
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５
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事
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財
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0
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議案第２２号 

 

辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について 

令和２年１０月１３日に議決された福江辺地に係る公共的施設の総合整備計画を

別紙のとおり変更する。 

令和３年３月９日提出 

五島市長 野 口 市太郎   

 

 

 （提案理由） 

 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更については、辺地に係る公共的施設

の総合整備のための財政上の特別措置等に関する法律（昭和３７年法律第８８号）

第３条第８項の規定により議会の議決を経る必要がある。これが、この案を提出す

る理由である。 
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（別紙） 

総 合 整 備 計 画 書（第６次変更） 

 

長崎県五島市  福江辺地 

（辺地の人口 ３，４４６人、面積 １．４７ｋ㎡） 

 

１．辺地の概況 

 （１）辺地を構成する町又は字の名称    長崎県五島市東浜町一丁目、東浜町二丁

目、東浜町三丁目、紺屋町、武家屋敷一

丁目、武家屋敷二丁目、武家屋敷三丁目、

池田町、栄町、中央町、錦町、幸町、末

広町、江川町、福江町、新港町 

 （２）地域の中心の位置          長崎県五島市末広町１番１０ 

 （３）辺地度点数             １３７点 

 

２．公共的施設の整備を必要とする事情 

（道路施設） 

市道紺屋町・堀端線は、地域住民の生活道路及び福江小学校等の通学路として利用

されている。しかし、この路線は、歩道幅員が狭く、また、舗装整備後の年数経過に

よる路面のひび割れも発生しており、歩行者及び車両の通行に支障を来している状況

である。 

このようなことから、歩道の拡幅整備及び道路の舗装整備を行い、交通の安全及び

利便性の向上を図るものである。 

市道福江１８７号線は、県道河務・福江線と国道３８４号線とを結ぶ中心市街地の

生活道路として利用されており、車両の通行量が非常に多い路線である。しかし、舗

装整備後の年数経過による路面のひび割れや、道路と側溝との間に段差が生じている

ため、歩行者及び車両の通行に支障を来している状況である。 

このようなことから、道路の舗装整備等を行い、交通の安全及び利便性の向上を図

るものである。 

市道大波止・城山線、市道外濠線及び市道福江１９７号線は、福江港と五島市特有

の歴史的景観資産とを結ぶ道路であり、地域住民の生活道路としても使用されてい 

る。しかし、これらの路線は、歩道の陥没や隆起が発生しており、歩行者の通行に支

障を来している状況である。 

このようなことから、歩道の拡幅整備等を行い、交通の安全及び利便性の向上を図

るものである。 

市道堀端・新二番町線は、国道３８４号線と五島市役所とを結ぶ中心市街地の生活

道路及び福江小学校等の通学路として利用されており、車両及び歩行者の通行量が非

常に多い路線である。しかし、舗装整備後の年数経過による路面のひび割れやわだち
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掘れが生じているため、車両及び歩行者の通行に支障を来している状況である。 

このようなことから、道路の舗装整備等を行い、交通の安全及び利便性の向上を図

るものである。 

市道福江１０６号線の丸木橋は、福江市街を流れる福江川に架けられたＰＣ橋であ

る。しかし、この橋は、架設後４８年が経過し、主桁及び床版に損傷が発生している

状況である。 

このようなことから、この橋の主桁、床版等の補修を行い、橋の延命化並びに地域

住民の交通の安全及び利便性の向上を図るものである。 

（消防施設） 

この地区の防火水槽の設置予定地周辺には、古い木造住宅が密集している区域があ

り、火災が発生した場合、風の強さ、風向等によっては大規模な火災に発展する恐れ

があるが、防火水槽が設置されておらず、今後の水利不足が懸念される。 

このようなことから、防火水槽を新たに設置することにより、迅速かつ効果的な消

防活動の展開を可能にし、地区住民のより安全な生活環境の整備を図るものである。 

 

３．公共的施設の整備計画 

平成２８年度から令和２年度まで   ５年間 

（単位：千円） 

        区  分 

事 業  

施 設 名     主 体 

事 業 費 

財 源 内 訳 一般財源のう 

ち辺地対策事 

業債の予定額 
特 定 財 源 一 般 財 源 

道路施設 五 島 市 425,900 0 425,900 425,900 

消防施設 五 島 市 16,385 2,693 13,692 13,690 

      

合 計  442,285 2,693 439,592 439,590 
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．
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、
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設
の

整
備

を
必

要
と

す
る

事
情
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路
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設
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市
道

紺
屋

町
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堀
端

線
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地

域
住

民
の

生
活

道
路

及
び

福
江
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学
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等

の
通

学
路
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し

て
利

用

さ
れ

て
い

る
。

し
か

し
、

こ
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路
線

は
、

歩
道

幅
員
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狭
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、
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た

、
舗

装
整

備
後
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過
に
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路
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。
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等
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さ
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。
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。
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（

辺
地

の
人

口
 

３
，

４
４

６
人

、
面

積
 

１
．

４
７

ｋ
㎡

）
 

 
１

．
辺

地
の

概
況

 
（

１
）

辺
地

を
構

成
す

る
町

又
は

字
の

名
 

 
長

崎
県

五
島

市
東

浜
町

一
丁

目
、

東
浜

町
二

丁
 

目
、

東
浜

町
三

丁
目

、
紺

屋
町

、
武

家
屋

敷
一

 
丁

目
、

武
家

屋
敷

二
丁

目
、

武
家

屋
敷

三
丁

目
、

 
池

田
町

、
栄

町
、

中
央

町
、

錦
町

、
幸

町
、

末
 

広
町

、
江

川
町

、
福

江
町

、
新

港
町

 
（

２
）

地
域

の
中

心
の

位
置

 
 

 
 

 
 

 
長

崎
県

五
島

市
末

広
町

１
番

１
０

 
（

３
）

辺
地

度
点

数
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
１

３
７

点
 

 ２
．

公
共

的
施

設
の

整
備

を
必

要
と

す
る

事
情

 

（
道

路
施

設
）

 

市
道

紺
屋

町
・

堀
端

線
は

、
地

域
住

民
の

生
活

道
路

及
び

福
江

小
学

校
等

の
通

学
路

と
し

て
利

用

さ
れ

て
い

る
。

し
か

し
、

こ
の

路
線

は
、

歩
道

幅
員

が
狭

く
、

ま
た

、
舗

装
整

備
後

の
年

数
経

過
に

よ
る

路
面

の
ひ

び
割

れ
も

発
生

し
て

お
り

、
歩

行
者

及
び

車
両

の
通

行
に

支
障

を
来

し
て

い
る

状
況

で
あ

る
。

 

こ
の

よ
う

な
こ

と
か

ら
、

歩
道

の
拡

幅
整

備
及

び
道

路
の

舗
装

整
備

を
行

い
、

交
通

の
安

全
及

び

利
便

性
の

向
上

を
図

る
も

の
で

あ
る

。
 

市
道

福
江

１
８

７
号

線
は

、
県

道
河

務
・

福
江

線
と

国
道

３
８

４
号

線
と

を
結

ぶ
中

心
市

街
地

の

生
活

道
路

と
し

て
利

用
さ

れ
て

お
り

、
車

両
の

通
行

量
が

非
常

に
多

い
路

線
で

あ
る

。
し

か
し

、
舗

装
整

備
後

の
年

数
経

過
に

よ
る

路
面

の
ひ

び
割

れ
や

、
道

路
と

側
溝

と
の

間
に

段
差

が
生

じ
て

い
る

た
め

、
歩

行
者

及
び

車
両

の
通

行
に

支
障

を
来

し
て

い
る

状
況

で
あ

る
。

 

こ
の

よ
う

な
こ

と
か

ら
、

道
路

の
舗

装
整

備
等

を
行

い
、

交
通

の
安

全
及

び
利

便
性

の
向

上
を

図

る
も

の
で

あ
る

。
 

市
道

大
波

止
・

城
山

線
、

市
道

外
濠

線
及

び
市

道
福

江
１

９
７

号
線

は
、

福
江

港
と

五
島

市
特

有

の
歴

史
的

景
観

資
産

と
を

結
ぶ

道
路

で
あ

り
、

地
域

住
民

の
生

活
道

路
と

し
て

も
使

用
さ

れ
て

い
 

る
。

し
か

し
、

こ
れ

ら
の

路
線

は
、

歩
道

の
陥

没
や

隆
起

が
発

生
し

て
お

り
、

歩
行

者
の

通
行

に
支

障
を

来
し

て
い

る
状

況
で

あ
る

。
 

こ
の

よ
う

な
こ

と
か

ら
、

歩
道

の
拡

幅
整

備
等

を
行

い
、

交
通

の
安

全
及

び
利

便
性

の
向

上
を

図

る
も

の
で

あ
る

。
 

市
道

堀
端

・
新

二
番

町
線

は
、

国
道

３
８

４
号

線
と

五
島

市
役

所
と

を
結

ぶ
中

心
市

街
地

の
生

活

道
路

及
び

福
江

小
学

校
等

の
通

学
路

と
し

て
利

用
さ

れ
て

お
り

、
車

両
及

び
歩

行
者

の
通

行
量

が
非

常
に

多
い

路
線

で
あ

る
。

し
か

し
、

舗
装

整
備

後
の

年
数

経
過

に
よ

る
路

面
の

ひ
び

割
れ

や
わ

だ
ち

掘
れ

が
生

じ
て

い
る

た
め

、
車

両
及

び
歩

行
者

の
通

行
に

支
障

を
来

し
て

い
る

状
況

で
あ

る
。
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こ
の

よ
う

な
こ

と
か

ら
、

道
路

の
舗

装
整

備
等

を
行

い
、

交
通

の
安

全
及

び
利

便
性

の
向

上
を

図

る
も

の
で

あ
る

。
 

市
道

福
江

１
０

６
号

線
の

丸
木

橋
は

、
福

江
市

街
を

流
れ

る
福

江
川

に
架

け
ら

れ
た

Ｐ
Ｃ

橋
で

あ

る
。

し
か

し
、

こ
の

橋
は

、
架

設
後

４
８

年
が

経
過

し
、

主
桁

及
び

床
版

に
損

傷
が

発
生

し
て

い
る

状
況

で
あ

る
。

 

こ
の

よ
う

な
こ

と
か

ら
、

こ
の

橋
の

主
桁

、
床

版
等

の
補

修
を

行
い

、
橋

の
延

命
化

並
び

に
地

域

住
民

の
交

通
の

安
全

及
び

利
便

性
の

向
上

を
図

る
も

の
で

あ
る

。
 

（
消

防
施

設
）

 
こ

の
地

区
の

防
火

水
槽

の
設

置
予

定
地

周
辺

に
は

、
古

い
木

造
住

宅
が

密
集

し
て

い
る

区
域

が
あ

り
、

火
災

が
発

生
し

た
場

合
、

風
の

強
さ

、
風

向
等

に
よ

っ
て

は
大

規
模

な
火

災
に

発
展

す
る

恐
れ

が
あ

る
が

、
防

火
水

槽
が

設
置

さ
れ

て
お

ら
ず

、
今

後
の

水
利

不
足

が
懸

念
さ

れ
る

。
 

こ
の

よ
う

な
こ

と
か

ら
、

防
火

水
槽

を
新

た
に

設
置

す
る

こ
と

に
よ

り
、

迅
速

か
つ

効
果

的
な

消

防
活

動
の

展
開

を
可

能
に

し
、

地
区

住
民

の
よ

り
安

全
な

生
活

環
境

の
整

備
を

図
る

も
の

で
あ

る
。

 
 

３
．

公
共

的
施

設
の

整
備

計
画

 
平

成
２

８
年

度
か

ら
令

和
２

年
度

ま
で

 
 

 
５

年
間

 

（
単

位
：

千
円

）

区
 

分
 

事
 

業
 

施
設

名
 

 
 

 
 主

 
体

 
事

業
費

 
財

源
内

訳
 

一
般

財
源

の
う

ち
辺

地
対

策
事

 
業

債
の

予
定

額
 

特
定

財
源

 
一

般
財

源
 

道
路

施
設

 
五

島
市

 
4
2
5
,
9
0
0
 

0
 

4
2
5
,
9
0
0
 

4
2
5
,
9
0
0
 

消
防

施
設

 
五

島
市

 
1
6
,
3
8
5
 

2
,
6
9
3
 

1
3
,
6
9
2
 

1
3
,
6
9
0
 

 
 

 
 

 
 

合
 

 
計

 
 

4
4
2
,
2
8
5
 

2
,
6
9
3
 

4
3
9
,
5
9
2
 

4
3
9
,
5
9
0
 

 

こ
の

よ
う

な
こ

と
か

ら
、

道
路

の
舗

装
整

備
等

を
行

い
、

交
通

の
安

全
及

び
利

便
性

の
向

上
を

図

る
も

の
で

あ
る

。
 

市
道

福
江

１
０

６
号

線
の

丸
木

橋
は

、
福

江
市

街
を

流
れ

る
福

江
川

に
架

け
ら

れ
た

Ｐ
Ｃ

橋
で

あ

る
。

し
か

し
、

こ
の

橋
は

、
架

設
後

４
８

年
が

経
過

し
、

主
桁

及
び

床
版

に
損

傷
が

発
生

し
て

い
る

状
況

で
あ

る
。

 

こ
の

よ
う

な
こ

と
か

ら
、

こ
の

橋
の

主
桁

、
床

版
等

の
補

修
を

行
い

、
橋

の
延

命
化

並
び

に
地

域

住
民

の
交

通
の

安
全

及
び

利
便

性
の

向
上

を
図

る
も

の
で

あ
る

。
 

（
消

防
施

設
）

 
こ

の
地

区
の

防
火

水
槽

の
設

置
予

定
地

周
辺

に
は

、
古

い
木

造
住

宅
が

密
集

し
て

い
る

区
域

が
あ

り
、

火
災

が
発

生
し

た
場

合
、

風
の

強
さ

、
風

向
等

に
よ

っ
て

は
大

規
模

な
火

災
に

発
展

す
る

恐
れ

が
あ

る
が

、
防

火
水

槽
が

設
置

さ
れ

て
お

ら
ず

、
今

後
の

水
利

不
足

が
懸

念
さ

れ
る

。
 

こ
の

よ
う

な
こ

と
か

ら
、

防
火

水
槽

を
新

た
に

設
置

す
る

こ
と

に
よ

り
、

迅
速

か
つ

効
果

的
な

消

防
活

動
の

展
開

を
可

能
に

し
、

地
区

住
民

の
よ

り
安

全
な

生
活

環
境

の
整

備
を

図
る

も
の

で
あ

る
。

 
 

３
．

公
共

的
施

設
の

整
備

計
画

 
平

成
２

８
年

度
か

ら
令

和
２

年
度

ま
で

 
 

 
５

年
間

 

（
単

位
：

千
円

）

区
 

分
 

事
 

業
 

施
設

名
 

 
 

 
 主

 
体

 
事

業
費

 
財

源
内

訳
 

一
般

財
源

の
う

ち
辺

地
対

策
事

 
業

債
の

予
定

額
 

特
定

財
源

 
一

般
財

源
 

道
路

施
設

 
五

島
市

 
4
1
1
,
3
0
0
 

0
 

4
1
1
,
3
0
0
 

4
1
1
,
3
0
0
 

消
防

施
設

 
五

島
市

 
1
6
,
3
8
5
 

2
,
6
9
3
 

1
3
,
6
9
2
 

1
3
,
6
9
0
 

 
 

 
 

 
 

合
 

 
計

 
 

4
2
7
,
6
8
5
 

2
,
6
9
3
 

4
2
4
,
9
9
2
 

4
2
4
,
9
9
0
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議案第２３号 

 

辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について 

令和２年１０月１３日に議決された富江辺地に係る公共的施設の総合整備計画を

別紙のとおり変更する。 

令和３年３月９日提出 

五島市長 野 口 市太郎   

 

 

 （提案理由） 

 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更については、辺地に係る公共的施設

の総合整備のための財政上の特別措置等に関する法律（昭和３７年法律第８８号）

第３条第８項の規定により議会の議決を経る必要がある。これが、この案を提出す

る理由である。 
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（別紙） 

総 合 整 備 計 画 書（第２次変更） 

長崎県五島市  富江辺地 

（辺地の人口 ２，４０５人、面積 １０．５ｋ㎡） 

 

１．辺地の概況 

 （１）辺地を構成する町又は字の名称    長崎県五島市富江町富江、富江町職人、

富江町土取、富江町黒島、富江町狩立、

富江町松尾、富江町山手 

（２）地域の中心の位置          長崎県五島市富江町富江２１１番 

（３）辺地度点数             ２１４点 

 

２．公共的施設の整備を必要とする事情 

市道月見～職人町線は、月見地区と職人地区とを結ぶ生活道路として利用されてお

り、また、農道への連絡道路にもなっている。しかし、この路線は、側溝が無く幅員

が狭いため、車両間の離合が困難であり、車両及び歩行者の通行に支障を来している

状況である。このようなことから、道路の拡幅整備を行い、地域住民の交通の安全及

び利便性の向上を図るものである。 

市道富江～山下線は、国道３８４号線と山下地区とを結ぶ生活道路であり、地区住

民が頻繁に利用する路線である。しかし、この路線は、舗装整備後の年数の経過によ

る路面のひび割れや区画線の劣化が発生しており、車両及び歩行者の通行に支障を来

している状況である。このようなことから、道路の舗装整備等を行い、地域住民の交

通の安全及び利便性の向上を図るものである。 

市道黒瀬～職人線は、国道３８４号線と山崎地区とを結ぶ生活道路であり、地区住

民が頻繁に利用する路線である。しかし、この路線は、舗装整備後の年数の経過によ

る路面のひび割れや区画線の劣化が発生しており、車両及び歩行者の通行に支障を来

している状況である。このようなことから、道路の舗装整備等を行い、地域住民の交

通の安全及び利便性の向上を図るものである。 

 

３．公共的施設の整備計画 

令和元年度から令和５年度まで   ５年間 

（単位：千円） 

        区  分 
事 業  

施 設 名     主 体 
事 業 費 

財 源 内 訳 一般財源のう 
ち辺地対策事 
業債の予定額 

特 定 財 源 一 般 財 源 

道路施設 五 島 市 58,215 0 58,215 58,215 
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合 計  58,215 0 58,215 58,215 
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〈
議
案
第
２
３
号
参
考
〉
総
合
整
備
計
画
書
新
旧
対
照
表
 

（
下

線
の
部
分
は
、

変
更
部
分
）

 

変
 

 
 

 
 

更
 

 
 

 
 

後
 

変
 

 
 

 
 

更
 

 
 

 
 

前
 

 
総

 
合

 
整

 
備

 
計

 
画

 
書

（
第

２
次

変
更

）
 

 
長

崎
県

五
島

市
 

 
富

江
辺

地
 

（
辺

地
の

人
口

 
２

，
４

０
５

人
、

面
積

 
１

０
．

５
ｋ

㎡
）

 
 

１
．

辺
地

の
概

況
 

 
 

（
１

）
辺

地
を

構
成

す
る

町
又

は
字

の
名

称
 

 
 

 
長

崎
県

五
島

市
富

江
町

富
江

、
富

江
町

職
人

、

富
江

町
土

取
、

富
江

町
黒

島
、

富
江

町
狩

立
、

富
江

町
松

尾
、

富
江

町
山

手
 

 
 

（
２

）
地

域
の

中
心

の
位

置
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
長

崎
県

五
島

市
富

江
町

富
江

２
１

１
番

 
 

 
（

３
）

辺
地

度
点

数
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
１

４
点

 
 

２
．

公
共

的
施

設
の

整
備

を
必

要
と

す
る

事
情

 

市
道

月
見

～
職

人
町

線
は

、
月

見
地

区
と

職
人

地
区

と
を

結
ぶ

生
活

道
路

と
し

て
利

用
さ

れ
て

お

り
、

ま
た

、
農

道
へ

の
連

絡
道

路
に

も
な

っ
て

い
る

。
し

か
し

、
こ

の
路

線
は

、
側

溝
が

無
く

幅
員

が
狭

い
た

め
、

車
両

間
の

離
合

が
困

難
で

あ
り

、
車

両
及

び
歩

行
者

の
通

行
に

支
障

を
来

し
て

い
る

状
況

で
あ

る
。

こ
の

よ
う

な
こ

と
か

ら
、

道
路

の
拡

幅
整

備
を

行
い

、
地

域
住

民
の

交
通

の
安

全
及

び
利

便
性

の
向

上
を

図
る

も
の

で
あ

る
。

 

市
道

富
江

～
山

下
線

は
、

国
道

３
８

４
号

線
と

山
下

地
区

と
を

結
ぶ

生
活

道
路

で
あ

り
、

地
区

住

民
が

頻
繁

に
利

用
す

る
路

線
で

あ
る

。
し

か
し

、
こ

の
路

線
は

、
舗

装
整

備
後

の
年

数
の

経
過

に
よ

る
路

面
の

ひ
び

割
れ

や
区

画
線

の
劣

化
が

発
生

し
て

お
り

、
車

両
及

び
歩

行
者

の
通

行
に

支
障

を
来

し
て

い
る

状
況

で
あ

る
。

こ
の

よ
う

な
こ

と
か

ら
、

道
路

の
舗

装
整

備
等

を
行

い
、

地
域

住
民

の
交

通
の

安
全

及
び

利
便

性
の

向
上

を
図

る
も

の
で

あ
る

。
 

市
道

黒
瀬

～
職

人
線

は
、

国
道

３
８

４
号

線
と

山
崎

地
区

と
を

結
ぶ

生
活

道
路

で
あ

り
、

地
区

住

民
が

頻
繁

に
利

用
す

る
路

線
で

あ
る

。
し

か
し

、
こ

の
路

線
は

、
舗

装
整

備
後

の
年

数
の

経
過

に
よ

る
路

面
の

ひ
び

割
れ

や
区

画
線

の
劣

化
が

発
生

し
て

お
り

、
車

両
及

び
歩

行
者

の
通

行
に

支
障

を
来

し
て

い
る

状
況

で
あ

る
。

こ
の

よ
う

な
こ

と
か

ら
、

道
路

の
舗

装
整

備
等

を
行

い
、

地
域

住
民

の
交

通
の

安
全

及
び

利
便

性
の

向
上

を
図

る
も

の
で

あ
る

。
 

 ３
．

公
共

的
施

設
の

整
備

計
画

 

令
和

元
年

度
か

ら
令

和
５

年
度

ま
で

 
 

 
５

年
間

 
（

単
位

：
千

円
）

 

区
 

分
 

事
 

業
 

施
設

名
 

 
 

 
主

 
体

 
事

業
費

 
財

源
内

訳
 

一
般

財
源

の
う

ち
辺

地
対

策
事

 
業

債
の

予
定

額
 

特
定

財
源

 
一

般
財

源
 

道
路

施
設

 
五

 島
 市

 
5
8
,
2
1
5
 

0
 

5
8
,
2
1
5
 

5
8
,
2
1
5
 

 
 

 
 

 
 

 
総

 
合

 
整

 
備

 
計

 
画

 
書

（
第

１
次

変
更

）
 

 
長

崎
県

五
島

市
 

 
富

江
辺

地
 

（
辺

地
の

人
口

 
２

，
４

０
５

人
、

面
積

 
１

０
．

５
ｋ

㎡
）

 
 

１
．

辺
地

の
概

況
 

 
 

（
１

）
辺

地
を

構
成

す
る

町
又

は
字

の
名

称
 

 
 

 
長

崎
県

五
島

市
富

江
町

富
江

、
富

江
町

職
人

、

富
江

町
土

取
、

富
江

町
黒

島
、

富
江

町
狩

立
、

富
江

町
松

尾
、

富
江

町
山

手
 

 
 

（
２

）
地

域
の

中
心

の
位

置
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
長

崎
県

五
島

市
富

江
町

富
江

２
１

１
番

 
 

 
（

３
）

辺
地

度
点

数
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
１

４
点

 
 

２
．

公
共

的
施

設
の

整
備

を
必

要
と

す
る

事
情

 

市
道

月
見

～
職

人
町

線
は

、
月

見
地

区
と

職
人

地
区

と
を

結
ぶ

生
活

道
路

と
し

て
利

用
さ

れ
て

お

り
、

ま
た

、
農

道
へ

の
連

絡
道

路
に

も
な

っ
て

い
る

。
し

か
し

、
こ

の
路

線
は

、
側

溝
が

無
く

幅
員

が
狭

い
た

め
、

車
両

間
の

離
合

が
困

難
で

あ
り

、
車

両
及

び
歩

行
者

の
通

行
に

支
障

を
来

し
て

い
る

状
況

で
あ

る
。

こ
の

よ
う

な
こ

と
か

ら
、

道
路

の
拡

幅
整

備
を

行
い

、
地

域
住

民
の

交
通

の
安

全
及

び
利

便
性

の
向

上
を

図
る

も
の

で
あ

る
。

 

市
道

富
江

～
山

下
線

は
、

国
道

３
８

４
号

線
と

山
下

地
区

と
を

結
ぶ

生
活

道
路

で
あ

り
、

地
区

住

民
が

頻
繁

に
利

用
す

る
路

線
で

あ
る

。
し

か
し

、
こ

の
路

線
は

、
舗

装
整

備
後

の
年

数
の

経
過

に
よ

る
路

面
の

ひ
び

割
れ

や
区

画
線

の
劣

化
が

発
生

し
て

お
り

、
車

両
及

び
歩

行
者

の
通

行
に

支
障

を
来

し
て

い
る

状
況

で
あ

る
。

こ
の

よ
う

な
こ

と
か

ら
、

道
路

の
舗

装
整

備
等

を
行

い
、

地
域

住
民

の
交

通
の

安
全

及
び

利
便

性
の

向
上

を
図

る
も

の
で

あ
る

。
 

市
道

黒
瀬

～
職

人
線

は
、

国
道

３
８

４
号

線
と

山
崎

地
区

と
を

結
ぶ

生
活

道
路

で
あ

り
、

地
区

住

民
が

頻
繁

に
利

用
す

る
路

線
で

あ
る

。
し

か
し

、
こ

の
路

線
は

、
舗

装
整

備
後

の
年

数
の

経
過

に
よ

る
路

面
の

ひ
び

割
れ

や
区

画
線

の
劣

化
が

発
生

し
て

お
り

、
車

両
及

び
歩

行
者

の
通

行
に

支
障

を
来

し
て

い
る

状
況

で
あ

る
。

こ
の

よ
う

な
こ

と
か

ら
、

道
路

の
舗

装
整

備
等

を
行

い
、

地
域

住
民

の
交

通
の

安
全

及
び

利
便

性
の

向
上

を
図

る
も

の
で

あ
る

。
 

 ３
．

公
共

的
施

設
の

整
備

計
画

 

令
和

元
年

度
か

ら
令

和
５

年
度

ま
で

 
 

 
５

年
間

 
（

単
位

：
千

円
）

 

区
 

分
 

事
 

業
 

施
設

名
 

 
 

 
主

 
体

 
事

業
費

 
財

源
内

訳
 

一
般

財
源

の
う

ち
辺

地
対

策
事

 
業

債
の

予
定

額
 

特
定

財
源

 
一

般
財

源
 

道
路

施
設

 
五

 島
 市

 
5
7
,
0
3
7
 

0
 

5
7
,
0
3
7
 

5
7
,
0
3
7
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合
計

 
 

5
8
,
2
1
5
 

0
 

5
8
,
2
1
5
 

5
8
,
2
1
5
 

 

 
 

 
 

 
 

合
計

 
 

5
7
,
0
3
7
 

0
 

5
7
,
0
3
7
 

5
7
,
0
3
7
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議案第２４号 

 

辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について 

令和２年１０月１３日に議決された盈進辺地に係る公共的施設の総合整備計画を

別紙のとおり変更する。 

令和３年３月９日提出 

五島市長 野 口 市太郎   

 

 

 （提案理由） 

 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更については、辺地に係る公共的施設

の総合整備のための財政上の特別措置等に関する法律（昭和３７年法律第８８号）

第３条第８項の規定により議会の議決を経る必要がある。これが、この案を提出す

る理由である。 
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（別紙） 

総 合 整 備 計 画 書（第２次変更） 

長崎県五島市  盈進辺地 
（辺地の人口 １，３６３人、面積 ８．００ｋ㎡） 

 
１．辺地の概況 
 （１）辺地を構成する町又は字の名称    長崎県五島市富江町黒瀬、富江町長峰、 

富江町山下、富江町山手 
 （２）地域の中心の位置          長崎県五島市富江町黒瀬２４３番２ 
 （３）辺地度点数             ２３１点 
 
２．公共的施設の整備を必要とする事情 
   市道富江～山下線は、国道３８４号線と山下地区とを結ぶ生活道路であり、地区住

民が頻繁に利用する路線である。しかし、この路線は、舗装整備後の年数の経過によ

る路面のひび割れや区画線の劣化が発生しており、車両及び歩行者の通行に支障を来

している状況である。このようなことから、道路の舗装整備等を行い、地域住民の交

通の安全及び利便性の向上を図るものである。 
 

３．公共的施設の整備計画 
令和元年度から令和５年度まで   ５年間 

（単位：千円） 
        区  分 

事 業  
施 設 名     主 体 

事 業 費 
財 源 内 訳 一般財源のう 

ち辺地対策事 
業債の予定額 

特 定 財 源 一 般 財 源 

道路施設 五 島 市 2,555 0 2,555 2,555 

      

      

合 計  2,555 0 2,555 2,555 
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〈
議
案
第
２
４
号
参
考
〉
総
合
整
備
計
画
書
新
旧
対
照
表
 

（
下

線
の
部
分
は
、

変
更
部
分
）

 

 

変
 

 
 

 
 

更
 

 
 

 
 

後
 

変
 

 
 

 
 

更
 

 
 

 
 

前
 

 
総

 
合

 
整

 
備

 
計

 
画

 
書

（
第

２
次

変
更

）
 

 
長

崎
県

五
島

市
 

 
盈

進
辺

地
 

（
辺

地
の

人
口

 
１

，
３

６
３

人
、

面
積

 
８

．
０

０
ｋ

㎡
）

 
 

１
．

辺
地

の
概

況
 

 
 

（
１

）
辺

地
を

構
成

す
る

町
又

は
字

の
名

称
 

 
 

 
長

崎
県

五
島

市
富

江
町

黒
瀬

、
富

江
町

長
峰

、
 

富
江

町
山

下
、

富
江

町
山

手
 

 
 

（
２

）
地

域
の

中
心

の
位

置
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
長

崎
県

五
島

市
富

江
町

黒
瀬

２
４

３
番

２
 

 
 

（
３

）
辺

地
度

点
数

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
２

３
１

点
 

 

２
．

公
共

的
施

設
の

整
備

を
必

要
と

す
る

事
情

 

市
道

富
江

～
山

下
線

は
、

国
道

３
８

４
号

線
と

山
下

地
区

と
を

結
ぶ

生
活

道
路

で
あ

り
、

地
区

住

民
が

頻
繁

に
利

用
す

る
路

線
で

あ
る

。
し

か
し

、
こ

の
路

線
は

、
舗

装
整

備
後

の
年

数
の

経
過

に
よ

る
路

面
の

ひ
び

割
れ

や
区

画
線

の
劣

化
が

発
生

し
て

お
り

、
車

両
及

び
歩

行
者

の
通

行
に

支
障

を
来

し
て

い
る

状
況

で
あ

る
。

こ
の

よ
う

な
こ

と
か

ら
、

道
路

の
舗

装
整

備
等

を
行

い
、

地
域

住
民

の
交

通
の

安
全

及
び

利
便

性
の

向
上

を
図

る
も

の
で

あ
る

。
 

 ３
．

公
共

的
施

設
の

整
備

計
画

 

令
和

元
年

度
か

ら
令

和
５

年
度

ま
で

 
 

 
５

年
間

 
（

単
位

：
千

円
）

 

区
 

分
 

事
 

業
 

施
設

名
 

 
 

 
 主

 
体

 
事

業
費

 
財

源
内

訳
 

一
般

財
源

の
う

ち
辺

地
対

策
事

 
業

債
の

予
定

額
 

特
定

財
源

 
一

般
財

源
 

道
路

施
設

 
五

 島
 市

 
2
,
5
5
5
 

0
 

2
,
5
5
5
 

2
,
5
5
5
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

合
計

 
 

2
,
5
5
5
 

0
 

2
,
5
5
5
 

2
,
5
5
5
 

 

 
総

 
合

 
整

 
備

 
計

 
画

 
書

（
第

１
次

変
更

）
 

 
長

崎
県

五
島

市
 

 
盈

進
辺

地
 

（
辺

地
の

人
口

 
１

，
３

６
３

人
、

面
積

 
８

．
０

０
ｋ

㎡
）

 
 

１
．

辺
地

の
概

況
 

 
 

（
１

）
辺

地
を

構
成

す
る

町
又

は
字

の
名

称
 

 
 

 
長

崎
県

五
島

市
富

江
町

黒
瀬

、
富

江
町

長
峰

、
 

富
江

町
山

下
、

富
江

町
山

手
 

 
 

（
２

）
地

域
の

中
心

の
位

置
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
長

崎
県

五
島

市
富

江
町

黒
瀬

２
４

３
番

２
 

 
 

（
３

）
辺

地
度

点
数

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
２

３
１

点
 

 

２
．

公
共

的
施

設
の

整
備

を
必

要
と

す
る

事
情

 

市
道

富
江

～
山

下
線

は
、

国
道

３
８

４
号

線
と

山
下

地
区

と
を

結
ぶ

生
活

道
路

で
あ

り
、

地
区

住

民
が

頻
繁

に
利

用
す

る
路

線
で

あ
る

。
し

か
し

、
こ

の
路

線
は

、
舗

装
整

備
後

の
年

数
の

経
過

に
よ

る
路

面
の

ひ
び

割
れ

や
区

画
線

の
劣

化
が

発
生

し
て

お
り

、
車

両
及

び
歩

行
者

の
通

行
に

支
障

を
来

し
て

い
る

状
況

で
あ

る
。

こ
の

よ
う

な
こ

と
か

ら
、

道
路

の
舗

装
整

備
等

を
行

い
、

地
域

住
民

の
交

通
の

安
全

及
び

利
便

性
の

向
上

を
図

る
も

の
で

あ
る

。
 

 ３
．

公
共

的
施

設
の

整
備

計
画

 

令
和

元
年

度
か

ら
令

和
５

年
度

ま
で

 
 

 
５

年
間

 
（

単
位

：
千

円
）

 

区
 

分
 

事
 

業
 

施
設

名
 

 
 

 
 主

 
体

 
事

業
費

 
財

源
内

訳
 

一
般

財
源

の
う

ち
辺

地
対

策
事

 
業

債
の

予
定

額
 

特
定

財
源

 
一

般
財

源
 

道
路

施
設

 
五

 島
 市

 
1
7
3
 

0
 

1
7
3
 

1
7
3
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

合
計

 
 

1
7
3
 

0
 

1
7
3
 

1
7
3
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議案第２５号 

 

辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について 

平成３０年９月２５日に議決された荒川辺地に係る公共的施設の総合整備計画を

別紙のとおり変更する。 

令和３年３月９日提出 

五島市長 野 口 市太郎   

 

 

 （提案理由） 

 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更については、辺地に係る公共的施設

の総合整備のための財政上の特別措置等に関する法律（昭和３７年法律第８８号）

第３条第８項の規定により議会の議決を経る必要がある。これが、この案を提出す

る理由である。 
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（別紙） 

総 合 整 備 計 画 書（第１次変更） 

 

長崎県五島市  荒川辺地 
（辺地の人口 ２７６人、面積 ２５.６０ｋ㎡） 

 
１．辺地の概況 
 （１）辺地を構成する町又は字の名称    長崎県五島市玉之浦町荒川、玉之浦町丹

奈、玉之浦町布浦、玉之浦町頓泊 
 （２）地域の中心の位置          長崎県五島市玉之浦町荒川２７９番１１ 
 （３）辺地度点数             ２８９点 

 

２．公共的施設の整備を必要とする事情 

（林道） 

林道丸山線の丸山線１号橋は、七岳川に架けられたコンクリート橋である。しかし、

この橋は、架設後５４年が経過し、主桁、支承等に損傷が発生している状況である。

このようなことから、この橋の主桁、支承等の補修を行い、車両等の交通の安全及び

林業の活性化を図るものである。 

（道路施設） 

市道荒川３号線の上川橋Ａは、荒川地区の集落内を流れる上ノ川に架けられたコン

クリート橋である。しかし、この橋は、床版に損傷が発生している状況である。この

ようなことから、この橋の床版の補修を行い、橋の延命化並びに地域住民の交通の安

全及び利便性の向上を図るものである。 

 

３．公共的施設の整備計画 

平成３０年度から令和４年度まで   ５年間 

（単位：千円） 

        区  分 

事 業  

施 設 名     主 体 

事 業 費 

財 源 内 訳 一般財源のう

ち辺地対策事

業債の予定額 
特 定 財 源 一 般 財 源 

林道 五 島 市 17,200 8,600 8,600 8,600 

道路施設 五 島 市 4,600 0 4,600 4,600 

      

合 計  21,800 8,600 13,200 13,200 
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議案第２６号 

 

辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について 

令和２年１０月１３日に議決された濱ノ畔辺地に係る公共的施設の総合整備計画

を別紙のとおり変更する。 

令和３年３月９日提出 

五島市長 野 口 市太郎   

 

 

 （提案理由） 

 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更については、辺地に係る公共的施設

の総合整備のための財政上の特別措置等に関する法律（昭和３７年法律第８８号）

第３条第８項の規定により議会の議決を経る必要がある。これが、この案を提出す

る理由である。 
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（別紙） 

総 合 整 備 計 画 書（第１次変更） 

長崎県五島市  濱ノ畔辺地 

（辺地の人口 １，６２８人、面積  １０．５３ｋ㎡） 

 

１．辺地の概況 

 （１）辺地を構成する町又は字の名称   長崎県五島市三井楽町濱ノ畔 

 （２）地域の中心の位置         長崎県五島市三井楽町濱ノ畔１０３０番５ 

 （３）辺地度点数            ２１３点 

 

２．公共的施設の整備を必要とする事情 

   （道路施設） 

市道里釜裏線は、国道３８４号線と濱ノ畔地区の中心とを結ぶ路線の一部で、主に地域

住民の生活道路として利用されているほか、通学路としても利用されている。しかし、こ

の路線は、舗装整備後の年数の経過による路面のひび割れや区画線の劣化が発生しており、

車両及び歩行者の通行に支障を来している状況である。このようなことから、道路の舗装

整備を行い、地域住民の交通の安全及び利便性の向上を図るものである。 

市道浜窄線は、国道３８４号線と浜窄地区の中心とを結ぶ生活道路であり、地域住民が

頻繁に利用する路線である。しかし、この路線は、整備後の年数の経過による路面のひび

割れや区画線の劣化が発生しており、車両及び歩行者の通行に支障を来している状況であ

る。このようなことから、道路の舗装整備等を行い、地域住民の交通の安全及び利便性の

向上を図るものである。 

市道丑ノ浦線は、濱ノ畔地区と丑ノ浦地区とを結ぶ生活道路であり、地域住民が頻繁に

利用する路線である。しかし、この路線は、舗装整備後の年数の経過による路面のひび割

れや区画線の劣化が発生しており、車両及び歩行者の通行に支障を来している状況であ 

る。このようなことから、道路の舗装整備等を行い、地域住民の交通の安全及び利便性の

向上を図るものである。 

   （診療施設） 

   国民健康保険三井楽診療所の超音波診断装置は、平成１７年に設置したものである。し

かし、設置後１５年が経過しており、同型設備の製造の終了により故障しても修理するた

めの部品が確保できない状況であるため、疾病の状況判断に支障を来すことが懸念される。

このようなことから、新たに超音波診断装置を整備することで、地域医療の充実を図るも

のである。 

 

３．公共的施設の整備計画 

令和２年度から令和６年度まで   ５年間 

（単位：千円） 
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        区  分 
事 業  

施 設 名     主 体 
事 業 費 

財 源 内 訳 一般財源のう

ち辺地対策事 
業債の予定額 

特 定 財 源 一 般 財 源 

道路施設 五 島 市 29,548 0 29,548 29,548 

診療施設 五 島 市 15,400 1,100 14,300 14,300 

      

合  計  44,948 1,100 43,848 43,848 
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行
い

、
地

域
住

民
の

交
通

の
安

全
及

び
利

便
性

の

向
上

を
図

る
も

の
で

あ
る

。
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し
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後

１
５
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、
同

型
設

備
の

製
造
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も
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懸
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新
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超
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波
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整
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こ
と

で
、
地

域
医
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の

充
実

を
図

る
も
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で

あ
る
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議案第２７号 

 

鬼岳天文台及び産品センター鬼岳四季の里の指定管理者の指定について 

 五島市鬼岳天文台条例（平成１６年五島市条例第１４５号）第３条第１項の規定

により鬼岳天文台の指定管理者を、五島市産品センター条例（平成１６年五島市条

例第１７０号）第３条第１項の規定により産品センター鬼岳四季の里の指定管理者

を次のとおり指定する。 

令和３年３月９日提出 

五島市長 野 口 市太郎   
 

公の施設の名称 指 定 管 理 者 指 定 の 期 間 

鬼岳天文台 五島市下大津町2135番地  

特定非営利活動法人 

福江島おんだけ振興会 

理事長 田 中 英 人 

令和３年４月１日から 

令和８年３月31日まで 

産品センター鬼岳四季の里 五島市下大津町2135番地  

特定非営利活動法人 

福江島おんだけ振興会 

理事長 田 中 英 人 

令和３年４月１日から 

令和８年３月31日まで 

 

 

 （提案理由） 

 公の施設の指定管理者の指定については、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）

第２４４条の２第６項の規定により議会の議決を経る必要がある。これが、この案

を提出する理由である。 

- 58 -



議案第２８号 

 

福江武家屋敷通りふるさと館の指定管理者の指定について 

 五島市福江武家屋敷通りふるさと館条例（平成１６年五島市条例第１４６号）第

３条第１項の規定により、福江武家屋敷通りふるさと館の指定管理者を次のとおり

指定する。 

令和３年３月９日提出 

五島市長 野 口 市太郎   
 

公の施設の名称 指 定 管 理 者 指 定 の 期 間 

福江武家屋敷通りふるさと

館 

東京都足立区千住５丁目７番９号  

五島三国観光株式会社 

代表取締役 庄 司  清 

令和３年４月１日から 

令和８年３月31日まで 

 

 

 （提案理由） 

 公の施設の指定管理者の指定については、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）

第２４４条の２第６項の規定により議会の議決を経る必要がある。これが、この案

を提出する理由である。 
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議案第２９号 

 

多郎島地区公園の指定管理者の指定について 

 五島市多郎島地区公園条例（平成１６年五島市条例第１４８号）第３条第１項の

規定により、多郎島地区公園の指定管理者を次のとおり指定する。 

令和３年３月９日提出 

五島市長 野 口 市太郎   
 

公の施設の名称 指 定 管 理 者 指 定 の 期 間 

多郎島地区公園 五島市富江町富江165番地１  

一般社団法人五島さんごの町富江観

光協会 

会長 古 川 雄 一 

令和３年４月１日から 

令和８年３月31日まで 

 

 

 （提案理由） 

 公の施設の指定管理者の指定については、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）

第２４４条の２第６項の規定により議会の議決を経る必要がある。これが、この案

を提出する理由である。 

- 60 -



議案第３０号 

 

道の駅遣唐使ふるさと館の指定管理者の指定について 

 五島市道の駅遣唐使ふるさと館条例（平成１６年五島市条例第１５４号）第３条

第１項の規定により、道の駅遣唐使ふるさと館の指定管理者を次のとおり指定する。 

令和３年３月９日提出 

五島市長 野 口 市太郎   
 

公の施設の名称 指 定 管 理 者 指 定 の 期 間 

道の駅遣唐使ふるさと館 五島市三井楽町濱ノ畔3150番地１ 

株式会社みいらく万葉村 

代表取締役 小 杉 勇 治 

令和３年４月１日から 

令和８年３月31日まで 

 

 

 （提案理由） 

 公の施設の指定管理者の指定については、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）

第２４４条の２第６項の規定により議会の議決を経る必要がある。これが、この案

を提出する理由である。 
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